
 

 

 

                                             
３月の震災から５月一杯

まで、雨が多く、気温も低い

天気が続き、今年の田植えは、

遅れに遅れて６月６日にや

っと終えました。 

 こんなに遅い田植え終
じま

い

は初めてとなりました。 

 ６月に入って、雨だけはや

っと止みましたが、気温は相

変わらず低く、日照時間も少

なく、稲の生育は非常に遅れて心を痛めました。 

 農協が行っているイネの定時生育調査によると、我が村の６月１７日現在の生育量

は平年の５３％という異常な状況です。 

 しかし６月２０日より急に気温が上がってきたので、イネの生育遅れは回復しつつ

ありますが、その後また低温の日が多くなり、まだまだ予断は許せません。これから

の天候を祈っているところです。 

 こうした中で、いま我が家では、無農薬栽培の田圃の草取りに奮闘中です。 

 この草取り作業は田植えが遅れたことと、低温で、例年よりも遅い６月１０日スタ

ートになりました。 

 雑草対策は、代かきを丁寧に数回行った上で、緻密
ち み つ

な水管理などによって、先ずは、

草の発生量を抑えるように努めます。 

こうした上で、写真にあるようなエンジン付の歩行式除草機を、４，５日置きに７

月上旬までの間に４、５回掛けて、雑草の発生を防いだり、小さい雑草を退治します。 

 でも、この除草機で取り残した雑草は、手で取ること以外に方法はなく、近在の農

家からパートの女性の応援を得て収穫期近くまで行います。 

最近の不景気で当地でも人は余っていますが、この手取り草取り作業は熟練度が要

求され初心者は無理ですので、草取りの人手がなく大変困っているところです。 

 
 
 
 
 
 

 
 ７月に入りました。今年ももう半分過ぎました。 

 新年号の通信や年賀状で、去年からのゲリラ豪雨や竜巻など異常気象の頻発
ひ ん ぱ つ

、その上失業者

があふれる不況により「リーマンショック後の世相は、龍之介が羅生門で描いた地震、辻風
つ じ か ぜ

、飢饉
き き ん

ですさむ都大路の再来のようだ。」と書きましたが、その後も、記録的な低温や、季節外れの記

録的な酷暑、３月には東北の大津波、おまけに収束の目処
め ど

もたたない原発事故など、荒れるに

荒れた今年の前半でした。 

 私は昭和１８年生れで記憶にありませんが、

私の父母の世代の方は、「戦時中の爆撃や食糧難

の悲惨
ひ さ ん

な生活とは比べるに値しない。みんなが

耐えて、そして頑張って、世の中は立派に成長

し立ち直った…・。」と。このような古老の話に

は重みを感じます。 

 ところで、 我が農舎は、かっての米パニッ

ク･米不足の時も、年間計画書で定期にお米を購

入下さる消費者直送の方に（個人定期の方のみに限定せざるを得なかった残念さも残りますが）価格

も量も計画通り確実にお届けさせて頂きました。 

 また一方で、昨年の秋には、民主党の所得補償農政の発足で市場のリズムが大狂いして、一

般流通のお米は大暴落しました。そして、年が明けて春から今度は反転に向かい、一般流通の

お米の卸価格は、秋に比べると６０％余りも大高騰。いま一般米市場は大混乱です。 

しかし、我が農舎に限りませんが、一般栽培ではない有機の提携米は、このような価格変動

に左右されず、お米作りを安定的に続けられております。 

これは、皆さんのご支援のお陰です。心より感謝しております。ありがとうございます。 

ところが、この度の震災の時には、予想外の問題が発生しました。 

それは、お米を準備しても輸送が１０日余りストップしたことです。 

これら震災やお米の高騰、加えて今年の予想以上の異常気象を心配される方から、最近お米

の家庭備蓄･ストックのご相談が出てきています。 

これには、次のようにお願いしていますので参考にして頂ければ光栄です。 

１，わざわざストックするのではなく、半月分ほど早めに取るサイクルに、どこかで調整して

下さるのが合理的です。（常に、半月分残っている時に、次のお米が届くように） 

２， 消費が不規則などでこれに関係なく、一部ストックを希望される場合は･････。 

ア、真空パックの場合でも、３０℃近くの暑い所で保管すると、真空と言っても、袋内には残

量酸素があるため、お米の呼吸作用によって、袋内にエチレンガスが充満して、開封時に蒸れ

た臭いが出ます。涼しいところで保管下さい。（７分胚芽米以外は１０月から４月までは、問題なし） 

イ、２Ｋｇの小分け袋は、真空に加えて脱酸素剤（成分は鉄粉）を入れています。未開封なら３

０℃以上で２，３ヶ月保存しても味落ちしませんのでお奨めです。（１袋１００円程度高め） 
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〒０１０－０４４５ 

秋田県南秋田郡大潟村西１丁目４の７秋田県南秋田郡大潟村西１丁目４の７秋田県南秋田郡大潟村西１丁目４の７秋田県南秋田郡大潟村西１丁目４の７ 

                黒 瀬  正 ・ 友  基  

２０１１年７月号・黒瀬農舎２０１１年７月号・黒瀬農舎２０１１年７月号・黒瀬農舎２０１１年７月号・黒瀬農舎    

R i c e  L o d g e  O h g a t aR i c e  L o d g e  O h g a t aR i c e  L o d g e  O h g a t aR i c e  L o d g e  O h g a t a  

提 携 米 通 信提 携 米 通 信提 携 米 通 信提 携 米 通 信     
多遅れのイネもやや回復してきました。 

黒瀬農舎無農薬田の手取り草取り作業 
    2011.06.27 撮影 

お米の備蓄などについて 

除草機掛け 2011.6.25 撮影 
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